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◆聞き取り調査 １．子育て支援センター 利用者 アンケート 簡易まとめ 
●実施日 ：2017年10月3日（火）   ●実施時間：11時~11時45分／15時~16時 
●実施手法 ：自記入式並びに対面式にてアンケート記載  ●サンプル数 ：利用者 15、保育士 １ 計１６ 
●実施者 ：飯山市 総務部 企画財政課 山﨑／㈱マインドシェア 中岡 

■プロフィール 
１）居住地区     木島地区の居住者 8人、 飯山地区居住者 4人、他 
２）年齢  20代 3名／30代 ７名／ 40代 3名 他 
３）職業  主婦 11名、他 
４）世帯構成  二世帯同居 11名／ 三世帯以上同居 4名 
５）居住期間  4年未満 8名／ 
  5年以上 8名（うち、20~29年 3名、５~９年 2名） 
６）出身  飯山市外 10名 
 
■市政への関心度  非常にある 2名／いくらかある 9名／ない、わからない 5名 
 
■参加活発化の施策 アンケート等で多くの意見を聞く ９票／ 
  HP充実、情報公開 ６票 
 
■飯山市の将来姿  観光レジャーのまち ７票、福祉・医療のゆきとどいたまち ７票 
 
■飯山市の住みよさ  住みにくい１名／やや住みにくい ９名／普通 3名 
  ／まぁ住みよい 3名 
 ※住みにくい理由  ・病院、医療が充実していない。 
 ・他県では、子どもの医療費が高校卒業まで全額無料だったり、公園等小さ

い子が遊びやすい環境がもっと整っていたりする。高齢者は住みやすい市には
感じるけれど、子育てしている人は住みにくいと感じる。 

 ・野焼き等が禁止されているところに住んでいたため、煙などがとても嫌。 
   自分の環境との相違が大きかった。 
                           ・子どもを遊ばせる公園が少ない。広場、噴水などが欲しい。休日、雨が降る

といえ以外、行くところがなく、市街へ行ってしまう。 
                           ・雪が多く、公園が少ないため 
                           ・自分の住んでいる環境は特に悪くないですが、飯山市全体ということだと、場

所によっては買物や交通の便など、不便な点がありそうな気がします。 
                           ・雪が多い。公共億通機関の少なさ。 
                           ・思ったよりは暮らしやすいが、田舎暮らしは近所の付き合いもハードなので。 
 
■住み続けたいか              できれば移りたい ９名／住み続けたい 6名／わからない 1名 
 ※理由                   生活環境（便利さ、雪等）、働く場がない、友人・知人が少ない等 

■所感 
 ・今回の利用者は、市外から移ってきた人が多く、雪の多さや冬の車の運転
等に恐怖感をもっており、やや住みにくいと感じている。 

 
 ・特に、関東圏や利便性の高い場所から移住したママについては、医療や
雪についての不満が多い。 

 
 ・市制への関心は、非常にあるといくらかあるをあわせると11名と、大半が関
心があると回答しているが、子育てに時間がさかれるため、自ら積極的に
市政への参画、興味関心が物理的にはもてない印象。 

 
 ・しかしながら、今回のように、市側が来訪し、ヒアリングする等については、非
常にまじめに、一生懸命回答してくれており、意見交換等も、子どもをみな
がらであれば参加ができるとの回答が大半であった。 

 
 ・対面でお話しした方からは、以下の意見が聞かれた。 
  ＊公園が少ない 
    →家の近くにない 
    →子どもの年齢にあった公園がない（遊具系） 
  ＊雨が降った場合の遊び場がない 
  ＊プールが、寒くて小さい子どもは使えない 
  ＊駅前等にアスレチック等があれば、みな集えると思う 
  ＊子育てしにくい。高校生まで医療が無料等だったら良いと思う。 
  ＊歩道がでこぼこしているので、子どものベビーカーがひっかかり、怖い。 
  ＊新幹線の駅前にスーパーはどうかと思う。 
  ＊ホテルの計画もなくなった、駅前があれでよいのか、と時々不満に思う。 
 
 ・親との同居者が多いこともあり、地域活動には、あまり積極的でない傾向
がみられ、活動の負担も多いと考えている傾向が強かった。 

 
 ・観光施策については、「進めた方が良い」9名、「わからない」1名 
 
 ・新幹線については、「遠方への交通が便利になった」については、おおむね
「そう思う」と回答しているが、「観光客が増え活性化した」「知名度があがり、
誇りができた」「人口減少に歯止めがかかった」「市の商店の整備が進んだ」
「雇用が増え経済か活性」等他の項目については、「思わない・あまり思わ
ない」と回答した人が多かった。 
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 ◆聞き取り調査 ２．飯山高校 アンケート 意見交換会 簡易まとめ 

●実施日 ：2017年10月3日（火）    ●実施時間 ：17時~18時 
●実施手法 ：自記入式並びに、グループインタビュー方式   ●サンプル数 ：高校生10 、先生２ 
●実施者 ：飯山市 総務部 企画財政課 常田、山﨑／㈱マインドシェア 中岡 

■プロフィール 
１）居住地区     飯山地区居住者 6人、他 
２）年齢  10代、高校生 10名 
３）世帯構成  二世帯同居 ３名／ 三世帯以上同居 ５名 
４）居住期間  ２年未満 ２名／１５~19年以上 ３名／10~14年 1名／ 
５）出身  飯山市内 5名／飯山市外 ５名 
 
■市政への関心度  非常にある ３名／いくらかある ５名／ない、わからない ２名 
 
■参加活発化の施策 アンケート等で多くの意見を聞く ４票／ 
  市民参加のための仕組みづくりをおこなう ５票 
  ※その他 学生が参加できる（しやすい）意見交換会を行ってほしい。 

発言も、学生まで届くように行ってほしい。 
行政の人が直接市民の人と気張らずに話す機会をつくる 
高校生と協力する 

 
■飯山市の将来姿  自然豊かな緑と雪のまち ５票、教育・文化の香まち ４票 
 
■飯山市の住みよさ  住みやすい ２名／まぁ住みやすい 7名  
 ※理由  ・馴染みのある土地であり、地域の方々がみんな互いに協力している 
  ・地元の人からしたら、今のままが一番落ち着くと感じたから。 
  ・車であれば買い物も困らずにいけ、冬場の除雪はきれいにされているから。 
  ・生活に必要なものが手に入るから 
  ・そこまで不満ではない 
  ・新幹線が止まるから。 
  ・自然が豊かで人も温かですごく良いところだと思うが、交通の便が悪い。 
  ・自然が豊かで食べものがおいしいけど、休日の過ごし方があまりないから。
   （行くところがない） 
  ・自然環境などはよいが、ひとのつながりが弱いと思う。 
   十日町や山之内、上田と比べると。 
 
■住み続けたいか              ずっと・当分住み続けたい ４名／できれば移りたい 1名 
                          わからない 5名 
 ※理由                    ｰ 

■所感 
 ・道がせまく、クラブ等の後に帰る時、真っ暗になってしまうので怖いため、街
灯を増やしてほしい、という切実な意見があった。 

 
 ・他市町村でボランティアをしている学生が数名おり、その学生からは、もっと
人が集まれる、高校生が集まれるような場所が欲しい、という意見がきかれ、
例えば、十日町の図書館や、フリースペース的なところで、お年寄りや高校
生が年代関係なく、あつまって、話ができたり交流ができる場所があると良
いという意見がきかれた。 

 
 ・また、こういった意見交換会等を、もっと行ってほしいという前向きでとても喜
ばしい意見も聞かれた。 

 
 ・また、商店街の中で、コロッケや美味しいラーメンがあるので、市民や観光
客にもっと知ってもらい、食べてもらいたい、商店街に人がもっと集客できる
ような施策がほしい、といった意見もあった。 

 
 ・駅伝等にも出ている学生が、スポーツのイベントや、スポーツに高齢者も
いっしょになって参加できるようなものがあると良い、という意見があった。 

 
 ・その他、意見要望書には、 
  ＊電車、バスの時間を増やしてほしい、LEDの電灯やカーブミラーの増設 
  ＊自然を壊してほしくない 
 ＊空き家の利用（民宿や貸店舗） 
  ＊大きなモニュメントの作成（クリスマスツリー） 
  ＊市税の使い方の見直し（無駄づかいをなくす） 
 ＊使わなくなったパチンコ屋の撤去 
 ＊ワイファイスポットの充実 
 ＊飯山駅でスイカの導入 
 ＊道路の舗装、拡張工事 
 ＊自転車専用の通路 
 ＊飯山駅構内の活性化、周辺の使い方 
 ＊自由に使える体育館 
 などの意見があがり、なちゅら等の利活用の意見交換等が行われた。 
 
 ・高校生の市政参加を、もっと実施すべきということが今後、考えられる。 


